
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
中空構造物（１）の中空室（６）内に対し、外部加熱によって発泡することで前記中空室
（６）を遮断する発泡性材料（１１）を取付けるための取付構造であって、
前記発泡性材料（１１）の一側面には、前記中空構造物（１）に貫設された取付孔（７）
に嵌込まれて弾性的に係合する係止クリップ（２１）が一体状に突出され、
前記係止クリップ（２１）は、前記発泡性材料（１１）とは異なる非発泡の合成樹脂、ゴ
ム等より形成され、
前記係止クリップ（２１）は、中心孔（２２）を有する筒状に形成されるとともに、割溝
（２３）によって弾性的に縮拡可能に形成され、
前記中心孔（２２）は前記割溝（２３）によって前記中空構造物（１）の中空室（６）に
連通され、
前記係止クリップ（２１）の外周面には、前記中空構造物（１）の中空室（６）内面から
前記発泡性材料（１１）を浮き上がらせた状態で前記取付孔（７）に係合する係止溝（２
４）が凹設

ことを特徴とする中空構造物における発泡性材料
の取付構造。
【請求項２】
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され、
　前記係止クリップ（２１）には、前記発泡性材料（１１）の内部に埋め込み状に設けら
れる軸部（２２ａ）を一体に有している

中空構造物（１）の中空室（６）内に対し、外部加熱によって発泡することで前記中空室



ことを特徴とする中空構造物における発泡性材料の
取付構造。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、中空構造物における発泡性材料対の取付構造に関し、主として複数のパネル
によって中空の箱形閉じ断面に構成された車両ボディのピラ－，ロッカ－パネル，ル－フ
サイドパネル等の中空構造物の制振，防音等を高めるために、その中空室内に対し、外部
加熱により発泡することで、前記中空室を遮断する発泡性材料対を取付けるための取付構
造に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、中空構造物としてのピラ－１０１の中空室１０６に発泡性材料１１１を支持するた
めに、例えば、図６に示すように、インナパネル１０２の外方からボルト１３１を挿入し
、該ボルト１３１のねじ部１３２を中空室１０６の内部に所要長さだけ突入させ、そのね
じ部１３２にワッシャ１３３を介して発泡性材料１１１をそのねじ孔１１３において差込
むことで、ピラ－１０１の中空室１０６の内部に発泡性材料１１１を支持する構造のもの
がある。
また、前記したような発泡性材料やその発泡性材料の支持構造は、例えば、特開平２－２
７６８３６号公報に開示されている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、前記従来のものにおいては、あらかじめ、発泡性材料１１１の一側面にねじ孔
１１３を形成し、その発泡性材料１１１を、ねじ孔１１３において、ピラ－１０１の中空
室１０６に突入されたボルト１３１のねじ部１３２に差込んで取付ける作業は、多くの手
数を必要とし、コスト高となる問題点があった。
この発明の目的は、前記従来の問題点に鑑み、中空構造物の中空室に対し、発泡性材料を
容易にかつ確実に取付けることができる中空構造物における発泡性材料の取付構造を提供
することである。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
前記目的を達成するために、請求項１の発明に係る中空構造物における発泡性材料の取付
構造は、中空構造物の中空室内に対し、外部加熱によって発泡することで前記中空室を遮
断する発泡性材料を取付けるための取付構造であって、
前記発泡性材料の一側面には、前記中空構造物に貫設された取付孔に嵌込まれて弾性的に
係合する係止クリップが一体状に突出され、
前記係止クリップは、前記発泡性材料とは異なる非発泡の合成樹脂、ゴム等より形成され
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（６）を遮断する発泡性材料（１１）を取付けるための取付構造であって、
　前記発泡性材料（１１）の一側面には、前記中空構造物（１）に貫設された取付孔（７
）に嵌込まれて弾性的に係合する係止クリップ（２１）が一体状に突出され、
　前記係止クリップ（２１）は、前記発泡性材料（１１）とは異なる非発泡の合成樹脂、
ゴム等より形成され、
　前記係止クリップ（２１）は、中心孔（２２）を有する筒状に形成されるとともに、割
溝（２３）によって弾性的に縮拡可能に形成され、
　前記中心孔（２２）は前記割溝（２３）によって前記中空構造物（１）の中空室（６）
に連通され、
　前記係止クリップ（２１）の外周面には、前記中空構造物（１）の中空室（６）内面か
ら前記発泡性材料（１１）を浮き上がらせた状態で前記取付孔（７）に係合する係止溝（
２４）が凹設され、
　係止クリップ（２１）は、発泡性材料（１１）の一側面に対し、同発泡性材料（１１）
の射出成形と同時に一体に設けられる



、
前記係止クリップは、中心孔を有する筒状に形成されるとともに、割溝によって弾性的に
縮拡可能に形成され、
前記中心孔は前記割溝によって前記中空構造物の中空室に連通され、
前記係止クリップの外周面には、前記中空構造物の中空室内面から前記発泡性材料を浮き
上がらせた状態で前記取付孔に係合する係止溝が凹設

ことを特徴とする。
【０００５】
したがって、中空構造物の取付孔に対し、係止クリップが、その割溝において弾性縮小さ
れながら嵌込まれることで弾性的に係合する。これによって、中空構造物に発泡性材料が
容易にかつ確実に取付けられるため、中空構造物に対する発泡性材料の取付不良を積極的
に防止することができる。
特に、中空構造物の中空室に対し係止クリップによって発泡性材料が取付けられたときに
は、その発泡性材料が中空室の内面より所定高さだけ浮き上がるとともに、その係止クリ
ップの中心孔が割溝によって中空室に連通される。このため、中空構造物を塗料槽に浸漬
して塗装する場合、その塗料槽の塗料の一部が係止クリップの中心孔及び割溝を経て中空
室内に流入する。この結果、中空構造物の内周壁面全体に塗料が塗布されることとなり、
中空構造物の内周壁面に対する錆の発生を防止することができる。

【０００６】

【０００７】
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され、
　前記係止クリップには、前記発泡性材料の内部に埋め込み状に設けられる軸部を一体に
有している

　また、係止クリップは、軸部において発泡性材料の内部に埋め込込まれて一体化する。

　請求項２の発明に係る中空構造物における発泡性材料の取付構造は、中空構造物の中空
室内に対し、外部加熱によって発泡することで前記中空室を遮断する発泡性材料を取付け
るための取付構造であって、
　前記発泡性材料の一側面には、前記中空構造物に貫設された取付孔に嵌込まれて弾性的
に係合する係止クリップが一体状に突出され、
　前記係止クリップは、前記発泡性材料とは異なる非発泡の合成樹脂、ゴム等より形成さ
れ、
　前記係止クリップは、中心孔を有する筒状に形成されるとともに、割溝によって弾性的
に縮拡可能に形成され、
　前記中心孔は前記割溝によって前記中空構造物の中空室に連通され、
　前記係止クリップの外周面には、前記中空構造物の中空室内面から前記発泡性材料を浮
き上がらせた状態で前記取付孔に係合する係止溝が凹設され、
　係止クリップは、発泡性材料の一側面に対し、同発泡性材料の射出成形と同時に一体に
設けられることを特徴とする。

　したがって、請求項２に係る中空構造物における発泡性材料の取付構造においても、請
求項１と略同様にして、中空構造物の取付孔に対し、係止クリップが、その割溝において
弾性縮小されながら嵌込まれることで弾性的に係合する。これによって、中空構造物に発
泡性材料が容易にかつ確実に取付けられるため、中空構造物に対する発泡性材料の取付不
良を積極的に防止することができる。
　特に、中空構造物の中空室に対し係止クリップによって発泡性材料が取付けられたとき
には、その発泡性材料が中空室の内面より所定高さだけ浮き上がるとともに、その係止ク
リップの中心孔が割溝によって中空室に連通される。このため、中空構造物を塗料槽に浸
漬して塗装する場合、その塗料槽の塗料の一部が係止クリップの中心孔及び割溝を経て中
空室内に流入する。この結果、中空構造物の内周壁面全体に塗料が塗布されることとなり
、中空構造物の内周壁面に対する錆の発生を防止することができる。
　特に、係止クリップは、発泡性材料の一側面に対し、同発泡性材料の射出成形と同時に
一体に設けられるため、発泡性材料の一側面に係止クリップを組付ける手間を解消するこ
とができ、安価に提供することができる。



【０００８】
【発明の実施の形態】
この発明の実施の形態を図１～図４にしたがって説明する。
図１において、中空構造物としの車両ボディのピラ－１は、インナパネル２とアウタパネ
ル４とが、これら両パネルのフランジ３，５においてスポット溶接されることで、中空の
箱形閉じ断面に形成されている。
前記インナパネル２の所定位置には、後述する係止クリップ２１が嵌込まれる取付孔７が
貫設されている。
【０００９】
前記ピラ－１の中空室６には、外部からの加熱によって発泡膨張することで、前記中空室
６を遮断する発泡性材料１１が、係止クリップ２１によって取付けられている。
この実施の形態において、発泡性材料１１には、例えば、特開平２－２７６８３６号公報
に開示されている配合をもつ発泡性材料が用いられ、射出成形によって立方体形状に形成
されている。
なお、発泡性材料１１は加熱発泡する発泡性材料であればよく、望ましくは、焼付塗装の
際の熱（１１０℃～１９０℃の温度）で発泡、硬化され、独立気泡の発泡体となるものが
よい。
【００１０】
図３と図４に示すように、前記発泡性材料１１の一側面には、インナパネル２の取付孔７
に嵌込まれて弾性的に係合する係止クリップ２１が一体状に突出されている。
前記係止クリップ２１は、中心孔２２を有する筒状に形成されるとともに、その中心孔２
２から放射状に配列された複数のスリット状の割溝２３によって弾性的に縮拡可能に形成
されている。
さらに、係止クリップ２１はその先端部が先細状に形成されて取付孔７に対する嵌込み性
が図られ、同係止クリップ２１の外周面には、取付孔７に係合する環状の係止溝２４が凹
設されている。
【００１１】
また、この実施の形態１において、係止クリップ２１の係止溝２４は、インナパネル２の
内面から発泡性材料１１を所定高さだけ浮上がらせた状態で取付孔７に係合する高さ位置
において、同係止クリップ２１の基端部寄り外周面に凹設されている。
さらに、係止クリップ２１の中心孔２２及び割溝２３は、図１に示すように、発泡性材料
１１が係止クリップ２１によってピラ－１の中空室６内に取付けられた状態において、中
心孔２２が割溝２３によって中空室６に連通されるように、係止クリップ２１の基端から
先端にわたる長さにそれぞれ形成されている。
また、この実施の形態１においては、発泡性材料１１が所要とする形状に射出成形された
と同時に、同発泡性材料１１と同質材料によって係止クリップ２１が一体成形されている
。
【００１２】
上述したように構成されるこの実施の形態において、中空構造物としてのピラ－１を構成
するインナパネル２とアウタパネル４とを、その相互のフランジ３，５においてスポット
溶接する前に、図４に示すように、前記インナパネル２の取付孔７に係止クリップ２１が
嵌込まれる。このとき、係止クリップ２１は、その割溝２３において弾性縮小されながら
軽快に嵌込まれる。そして、係止クリップ２１の係止溝２４がインナパネル２の取付孔７
に達すると、係止クリップ２１が弾性縮小に基づく弾発力によって弾性拡開され、前記取
付孔７に対し係止溝２４が確実に係合する。
【００１３】
前記したように、インナパネル２の内面側に係止クリップ２１によって発泡性材料１１が
取付けられた後、図１に示すように、前記インナパネル２とアウタパネル４とが、その相
互のフランジ３，５においてスポット溶接され、中空の箱形閉じ断面をなすピラ－１が構
成される。
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【００１４】
前記ピラ－１を有する車両ボディの焼付塗装に先だって、まず、車両ボディは洗浄槽にお
いて洗浄され、次に塗料槽内に浸漬される。
前記塗料槽において、塗料の一部が係止クリップ２１の中心孔２２及び割溝２３を経てピ
ラ－の中空室６内に流入する。このため、ピラ－１の内周壁面全体に前記塗料が塗布され
ることとなり、ピラ－１の内周壁面に対する錆の発生が防止される。
【００１５】
前記塗料槽を経た車両ボディは、焼付塗装される。この焼付塗装の熱によって、ピラ－１
の中空室６内の発泡性材料１１及びその発泡性材料１１を取付けている係止クリップ２１
が、図２に示すように発泡膨張され、それぞれ発泡体１２，２５となる。
そして、発泡性材料１１の発泡膨張による発泡体１２の周縁部がピラ－１の中空室６の内
周壁面に密着し、これによって中空室６が遮断されることで、ピラ－１の制振・防音が高
められる。
また、係止クリップ２１の発泡膨張による発泡体２５によって取付孔７が確実に塞がれる
ことから、その取付孔７から水やゴミ，ホコリ等が中空室６に侵入する不具合が生じない
。
【００１６】
なお、前記した実施の形態においては、発泡性材料１１が射出成形されると同時に、その
発泡性材料１１の一側面に係止クリップ２１が一体成形される場合を例示したが、これに
限定するものではない。
例えば、図５に示すように、発泡性材料１１と係止クリップ２１とをそれぞれ別個に形成
するとともに、係止クリップ２１には軸部２２ａを一体に形成する。そして発泡性材料１
１の一側面に対し、係止クリップ２１をその軸部２２ａにおいて圧入することで、一体状
に固定してもよい。図５において、符号２２は中心孔、２３は割溝、２４は係止溝を示す
。
さらに、係止クリップ２１は、発泡性材料１１と同材質でもよく、非発泡の合成樹脂，ゴ
ム等より形成してもよい。
【００１７】
また、前記実施の形態においては、中空構造物が車両ボディのピラ－１である場合を例示
したが、これに限るものではなく、例えば中空構造物が車両ボディのロッカパネル，ル－
フサンドパネル，フ－ドパネル等であってもよく、車両ボディ以外であってもよい。
【００１８】
【発明の効果】
以上述べたように、この発明によれば、中空構造物の中空室に対し、発泡性材料をきわめ
て簡単な操作によって確実に取付けることができ、取付コストの低減を図ることができる
。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明の実施の形態を示すもので、ピラ－の中空室に発泡性材料が取付けられ
た状態を示す断面図である。
【図２】同じく発泡性材料が発泡膨張した状態を示す断面図である。
【図３】同じく係止クリップを一体に備えた発泡性材料を示す斜視図である。
【図４】同じくインナパネルの取付孔に発泡性材料を取付けた状態を示す説明図である。
【図５】この発明の他の実施の形態を示す断面図である。
【図６】従来のものを示す断面図である。
【符号の説明】
１　ピラ－（中空構造物）
２　インナパネル
４　アウタパネル
６　中空室
７　取付孔
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１１　発泡性材料
１２　発泡体
２１　係止クリップ
２２ａ　軸部
２２　中心孔
２３　割溝
２４　係止溝

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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